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（３）アンケート調査の実施方針

１．調査の目的

・ 小山市の交通まちづくりの検討状況などを沿線住民を中心に情報発信する

・ 沿線住民・企業等の交通行動の実態や高岳引込線を活用した新交通システムの利用意向を把握

し、概略需要を推計する

・ 高岳引込線沿線の地域イメージや将来像などを把握し、確保が望まれる都市機能のサービス内

容・水準を深度化させる

２．調査の対象

・ 高岳引込線沿線の住民・企業等を対象（調査に協力いただける方）【右図参照】

・ 事業に関する意見を幅広く把握するため市内全域も対象

対  象 概  要

沿線住民

沿線区域（500～800ｍ内）
に居住する 15 歳以上の
方全員

（3000～4000 世帯）

駅東通り二丁目自治会
駅東通り三丁目自治会
城北自治会
鹿島向原自治会
泉崎自治会
土塔一自治会

犬塚自治会
中久喜自治会
竹親会自治会
丸山自治会
出井開拓自治会
下出井自治会

東出井自治会
泉ヶ丘自治会
小山東ニュータウン
自治会
高専宿舎自治会
西山自治会

沿線企業

等

企 業
東京鋼鐵(株)
(株)UACJ 押出加工
美濃工業栃木(株)

富士通(株)
(株)東光高岳
イオン

トーテックサービス㈱

学 校 小山高専  白鴎大学東キャンパス

桑･絹地区
高岳引込線への乗継が想定される地域に居住する 15 歳以上の方
（100 人程度）

市内全域
その他の地域に居住する 15 歳以上の方
（100 人程度）

   

３．調査の内容

対  象
調査事項

個人属性 交通関連 まちづくり関連

沿線住民

居住地、性別、年齢、

職業、運転免許の有無、

自動車の有無

○交通行動（日常）

○公共交通としての

高岳引込線の活用意向

○沿線地域の現状

・地域の魅力

・地域の懸案事項

○期待する沿線地域の姿

○今後必要と考える取り組み

沿線企業等

○交通行動（通勤・通学）

○公共交通としての

高岳引込線の活用意向

桑･絹地域

居住地、性別、年齢

○交通行動（日常）

○公共交通としての

高岳引込線の活用意向
○沿線地域の現状

・地域の魅力

市内全域
○公共交通としての

高岳引込線の活用メリット

４．調査の方法

・ 自治会の協力を得て沿線住民に配布、回収は郵送

・ 企業等には代表窓口などを通じて配布・回収

・ 桑･絹地域、市内全域には、小山高専との連携協定業務において実施する。

対  象 配布 回収

沿線住民 自治会長等を通じて調査票等を住民に配布 市役所宛ての封筒に調査
票を入れてポストに投函

沿線企業等 企業・学校の総務に配布、回収

桑･絹地域

市内全域

市のイベント等を利用して小山高専の学生により聞き取り、その場で回収

５．配布物

・ 依頼文

・ 調査票（自治会が判別できるように番号を付ける）

・ 返信用封筒（切手不要）

６．調査の時期： 2016 年 8 月頃を予定

沿線の調査対象

・自治会：赤文字

・企業等：黒文字

   沿線 500～800ｍ内
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高岳引込線の活用に関するアンケート調査のお願い

小山市では、通称〔高岳引込線〕を有効に活かして、

今後進む高齢化等への対応や公共交通の利用促進、さら

には魅力ある沿線のまちづくりを目的として、その活用

方策について検討を進めています。

そこで、より多くの市民の皆様のニーズに合った交通機関の実現を目指すため、高岳引

込線の沿線にお住まいの方等を対象にアンケート調査を実施したいと考えますので、調査

の趣旨をご理解の上、アンケート調査にご協力いただきますようお願い申し上げます。

なお、調査結果は統計的に処理し、本調査の目的以外は使用いたしませんので、回答者

の方にご迷惑をお掛けすることは一切ございません。

〔お願い〕

◆アンケート調査票の回答欄は５名分ございます。

ご家族のうち、１５歳以上（平成２８年４月１日時点）の方全員に

ご回答をお願いします。

◆回答はアンケート調査票に直接ご記入いただき、

平成２８年８月○○日（○）までにポストに投函をお願いします。

― お問い合わせ先―

        小山市 都市整備部 都市計画課 新交通システム担当

                   電話：０２８５－２２－９２３０

①アンケート記入

15 歳以上の方全員

②返信用封筒に入

れてください。

③ポストに投函し

てください。

高岳引込線

依頼文（沿線住民）
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質問１ 世帯（ご家族）のことついて、お尋ねします。

質問 選択肢 記入例
回答者
①

回答者
②

回答者
③

回答者
④

回答者
⑤

(1) 住まい 大字町丁名をご記入ください。 出井 （         ）  （    ）丁目

(2) 性別

（１つ選択）
１ 男性          ２ 女性 １

(3) 年齢

（１つ選択）

１ 15～19歳   ２ 20～29 歳   ３ 30～39歳   ４ 40～49 歳   ５ 50～59 歳

６ 60～64歳   ７ 65～74 歳     ８ 75～84歳   ９ 85 歳以上
５

(4) 職業など

（１つ選択）

１ 会社員・公務員   ２ 自営業     ３ パート・アルバイト  ４ 主婦・家事手伝い

５ 学生              ６ 無職      ７ その他
１

(5) お持ちの運転免許

（１つ選択）
１ 普通自動車免許         ２ 二輪車・原付のみ      ３ 免許なし １

(6) 自由に使える自動車の有無

（１つ選択）
１ ほぼ自由に使える車がある ２ 家族共有の車がある     ３ ない ２

質問 選択肢 記入例
回答者
①

回答者
②

回答者
③

回答者
④

回答者
⑤

(1) 沿線地域の魅力は何だと思

いますか。

（主なものを 1 つ選択）

１ 小山駅に近く利便性がよい         ５ 白鷗大学や小山高専などの教育･研究機関が立地

２ 田んぼなどの緑が豊か                       ６ ものづくりの工場や企業が集まる

３ 診療所などが近くにあって安心できる         ７ その他

４ 商業施設が近くにあって買い物などが便利

１

(2) 沿線には、どのようなこと

が課題だと思いますか。

（主なものを 1 つ選択）

１ 人口減少や住民の高齢化              ５ 高岳引込線による地域分断で生じる生活不便

２ 耕作放棄地の増加                           ６ 歩いて楽しめるまちの魅力に欠ける

３ 住宅の老朽化や空き家の発生           ７ その他

４ 地域コミュニティの希薄化

４

(3) 今後どのような地域の姿を

思い描きますか。

（主なものを 1 つ選択）

１ 最先端の知識と技術と情報が集まるまち       ４ 過度に自動車に頼らないライフスタイルのまち

２ ものづくりをリードする産業都市             ５ 健康で心豊かに暮らせるまち

３ 豊かな自然と共生するまち         ６ その他

５

(4) 今後どのような取り組みが

必要と思いますか。

（最大３つまで選択）

１ 住環境の維持・向上                         ９ 地域内の公共交通の充実

２ 歩行者や自転車でまち巡りを楽しめる環境づくり 10  高岳引込線の有効活用

３ 子育て世代が集まれる場所づくり             11 緑豊かな環境や農を活かしたまちづくり

４ 高齢者の居場所づくり                       12 住民や企業・学生等のまちづくり活動への参加

５ 効率的なエネルギー利用による災害に強いまちづくり 13 地域に開かれた工場づくり

６ 健康づくりの拠点の確保                     14 研究･業務機能のＰＲと拡充

７ 多世代が交流できる場の確保        15 その他

８ 飲食や物販などの商業施設の誘致

２

７

１０

沿線の皆様へのアンケート調査票

質問２ 高岳引込線の沿線のまちづくりについてお尋ねします。質問４の沿線図をご参照ください。

調査票（沿線住民）

※回答欄には、ご家族お一人ずつ、選択肢の番号などをご記入ください。（１５歳以上の方が対象です。）

大字
町

裏面に続きます →
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(5) 沿線のまちづくりについて、自由なご意見をお書きください。（どのような施設があるとよいかなどを具体的にお書きください。）

  例）子どもが遊べる施設、勉強や仕事ができる作業空間（フリースペース）、多世代が交流できる場所、カフェやレストラン、買い物ができる施設、広場や公園、再生可能エネルギーを使える施設など

質問 選択肢 記入例
回答者
①

回答者
②

回答者
③

回答者
④

回答者
⑤

(1) 自宅からの頻度の多い外出目的は何ですか。

（１つ選択）

１ 通勤          ５ 通院・見舞い

２ 通学          ６ 娯楽・レジャー

３ 仕事          ７ その他私用

４ 買物

１

(2) それはどの程度の頻度ですか。

（１つ選択）

１ ほぼ毎日        ４ 月に 2,3 日

２ 週に 2,3 日       ５ 月に 1日

３ 週に 1日        ６ それ以下

１

(3) そのときの主な交通手段は何ですか。

（１つ選択）
１ 鉄道※         ５ 自動車（送迎、同乗）

２ コミュニティバス（おーバス）６ バイク

３ その他のバス      ７ 自転車

４ 自動車（自分で運転）  ８ 徒歩のみ

１

※１ 鉄道を選んだ方は、下記についてもご記入ください。

①自宅からの乗車駅        

（     ）駅        

②駅までの交通手段(1 つだけ選択)

    

①

( 小山 )

駅  

①

(      )

   駅

①

(      )

   駅

①

(      )

   駅

①

(      )

   駅

①

(      )

   駅

②

４

② ② ② ② ②

(4) そのときの主な行き先（目的地）はどこです

か。

（１つ選択）

１ 小山市内  ２ 小山市以外 ２

具体的な場所をご記入ください。

・１ 小山市内の場合

（    ）町（  ）丁目

住所が不明の場合は目標物をご記入ください。

例：○○スーパー、○○診療所など

（           ）

・２ 小山市外の場合

（      ）市町村

具体的な場所

宇都宮

具体的な場所 具体的な場所 具体的な場所 具体的な場所 具体的な場所

質問３ 普段（平日）の外出についてお尋ねします。

１   ５ バイク

２ その他のバス          ６ 自転車

３ 自動車（自分で運転）      ７ 徒歩

４ 自動車（送迎、同乗）
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質問４ 高岳引込線に路面電車を走らせることについてお尋ねします。（沿線のまちは今のままと仮定）

質問 選択肢 記入例
回答者

①

回答者

②

回答者

③

回答者

④

回答者

⑤

(1) 運行条件につ

いてお尋ねします。

① 全区間同じ料金とした場合、最大いくら

なら乗りますか。（１つ選択）
１ ２００円以下   ２ ３００円以下   ３ ４００円以下 ２

② １時間に上り下りそれぞれ最低何本ず

つ運行すれば乗りますか。（１つ選択）
１ 1本       ２ ２本           ３ ３本 ２

③ どんな車両に乗りたいですか。

（上図を参考に１つ選択）
１ レトロ             ２ 近代的    １

④ 停留所に隣接した駐輪場は必要ですか。

（１つ選択）
１ 必要              ２ 必要ない １

(2) 利用方法につ

いてお尋ねします。

① どのような目的で利用しますか。

（主なものを１つ選択）

１ 通勤      ２ 通学        ３ 仕事    ４ 買物  

５ 通院・見舞い  ６ 娯楽・レジャー ７ その他
１

② ご利用の頻度はいかがですか。

（1 つ選択）

１ ほぼ毎日利用      ３ 週に１日利用    ５ 月に１日利用

２ 週に 2,3 日利用  ４ 月に 2,3 日利用  ６ それ以下
１

③ どの停留所間を主に利用しますか。

（上図の番号  でお答えください。）
乗車【   】番 → 降車【  】番 ９→１ → → → → →

(3) 運行メリット

についてお尋ねし

ます。

① 小山市にどんなメリットがあると思い

ますか。

１ 高齢者等の公共交通の利用機会の増加 ４ まちのシンボルの創出

２ 環境負荷の低減           ５ 小山市への転入者の増加

３ 中心部の駐輪場の混雑緩和      ６ その他具体的に

            （           ）  

４

(4) 自由な意見をお書きください。（例：ルートの延伸、停留所の数、車両の種類、車の運転免許返納後の支援要望など）

車両イメージ

レ
ト
ロ

路面電車

近
代
的

ＬＲＴ

(次世代型路面電車)

蓄電池式車両

ＤＭＶ

(軌道と道路の双方を

走ることのできる車両)

㈱東光高岳

運 行 イ メ ー ジ

・延  長 ： ４．８ｋｍ

（小山駅東口～㈱東光高岳）

・所要時間 ： 片道１５～２０分

・運行時間帯： 午前５時～午後１０時まで

・停留所  ： ９箇所程度（約 600ｍ間隔）

・道路渋滞に巻き込まれることなく、時刻通り

に運行します。

※この内容は現段階の想定であり、

決定事項ではございません。

沿線図

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。


